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呼吸 器感 染症 に対 す るTA-058の 効果
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入院中の呼吸器感染症の患者20例 に対 してTA-058を 使用 し,以 下の臨床成績 を得た。 患者の

内駅は,肺 炎12例,気 管支炎6例,気 管支拡張症2例 で,基 礎疾患 として肺結核症,肺 癌などを有

す るものが5例 であった。本剤は1回1～2g,1日2回 を点滴静注にて投薬 した。最長投薬日敵は

40周 で,最 大投薬量は80gで あった。

臨床効果 は,著 効2例,有 効12例,や や有効1例,無 効4例,判 定不能1例 であり,有 効率は

73.7%で あった。 副作用はGPT,A1-Pの 軽度上昇を1例 に認めたのみで継続投与可能であった。

肺結核症,肺 癌な どの基礎疾患 を有する患者 を含むことを考慮すれば満足すべき効果であった。

概 論

田辺 製 薬 株 式会 社 に お いて 開発 され たTA-058は,6

位 側鎖 にN4-メ チル-D-ア スパ ラギ ンを有 す るpenicillin

系 抗 生物 質 で 下記 の 構 造式 を有 す る(Fig.1)。 本 剤 は,

Fig. 1 Chemical structure of TA-058

静注,点 滴静注,筋 注によ り速やかに高 い血中濃度およ

び組織内濃度が得 られ,半 減期 も長いという特徴 を有す

る。

今回,私 達は内科領域における呼吸器感染症の治療に

TA-058を 用 い,そ の臨床効果と副作用等を検討 したの

で報告する。

I 対 象

名古屋大学医学部附属病院,お よび他の2病 院 に,昭

和56年7月 か ら昭和57年1月 までに 入院 した20例 を

投与対象 とした。 その内訳 は,肺 炎12例,気 管支炎6

例,気 管支拡張症2例 であった。Table1に 示 した よ う

に,基 礎疾患 として,塵 肺1例,肺 癌1例,陳 旧性肺結

核症3例 などを認めた。

II 方 法

TA-058は,症 状の程度,体 重等 を考慮 して1回1～

2g,1日2回 を原則 として点滴静注法で投与した。生理

食塩液 または ブ ドウ糖液200～500m1で 溶解 し,1～2

時間かけて注射す るのを一応の基準とした。使用日敵は

2～40日 間で,総 投与量は3～80gで あった。また,

全例TA-058の 単独投与 とし,他 の抗生物質との併用例

はなか った。

III 効果判定基準

臨床効果は 自覚症状 をもとに した美濃 らの基準1)に,

白血球数,CRP,赤 沈値,胸 部X線 像などの検査成績の

推移 を合わせて総合的に判定 した。すなわち,

著効:自 覚症状 が1～2日 でほ とんど消失 し,検査成績

も投与中あるいは投与後に著 しく改善 したもの

有効:自 覚症状が3～4日 でほ とんど消失す るか,また

は1～2日 の間に明 らかに軽減 した もので,検査

成績 も投与中あるいは投与後にかなり改善したも

の

やや有効:自 覚症状 がある程度 まで緩解 したが治癒には

至 らなか ったもので,検 査成績 も改善を認め無効

とはいえない もの

無効:自 覚症状が不変,ま たは増悪 し,検査成績も不変,

または増悪 をみ とめた もの
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一方,基 礎疾患による症状がすでにあった場合は,急

性期の症状の改善を判定の基準 とした。

なお,細 菌学的効果判定は今回,対 象 とした20例 中

14例で有意菌が 検出されなか ったこともあ り,行 わな

かった。

IV 臨床効果ならびに副作用

臨床所見および検査成績は一括 してTable1,2に 示

した。Table中 の菌不明とは検痰の結果が常在菌のみ の

船 をさす。効果判定は著効〓,有 効〓,や や有効+,

無効一で表わ した。

以下,20症 例につきその 臨床経 過,検 査成績 か らの

効果判定と副作用の概略 を示す 。

各症例における経過

<症 例1>

昭和50年 頃か ら,咳嗽 ・喀痰の症状 があ り,昭 和53

年近医にて慢性気管支炎 と診断 され適宜抗生物質の投与

を受けていた。昭和56年6月,呼 吸困難,体 重減少,

発熱のため名大病院受診 し,8月13日 入院。 慢性気管

支炎の急性増悪 と考え,TA-058を 投与 した。 自覚症状

および他覚的所見の改善が認め られないため,無 効例 と

判定した。副作用は認めなかった。

<症 例2>

10年来,咳 嗽 ・喀痰の症状があ り,昭 和53年3月 名

大病院受診し塵肺,慢 性気管支炎 と診断 された。慢性気

管支炎の急性増悪が しば しば認め られ,今 回,56年7月

3日微熱および労作時の呼吸困難を訴 え入院 した。TA-

058投与後,喀 痰量の減少,ラ 音の減少,解 熱,CRP陰

性化などが認められ副作用 もな く有効例 と判定 した。

<症 例3>

昭和38年 頃より咳嗽 ・喀痰の症状があ り,昭 和40年

名大病院にて気管支拡張症 と診断 され,以 後,外 来 治療

と入院治療をくり返 してきた。今回,56年8月 微熱 およ

び労作時の呼吸困難のため入院,感 染症合併が疑われた

のでTA-058を 投与 した。治療前の喀痰か らK.pne-

umonke, H.influengae, P.aeruginosaが 検 出された

が,治療中,治 療後の喀痰か らH.infiuenzaeの み消失

した。副作用 もな く,自 覚症状の改善 も考えあわせて,

やや有効例とした。

<症 例4>

昭和50年5月 頃か ら咳嗽 ・喀痰の症状 があ り,昭 和

53年5月 名大病院にて 慢性 気管支炎,慢 性副鼻腔炎と

診断された。以後,外 来治療 と入院治療 を くり返 してき

た。今回,56年7月,微 熱,喀 痰量の増加がみ られTA-

058を投与 した。治療前の喀痰か らS.aurens, Pseudo-

monas sp.が 検出されたが,治 療中,泊 療後の喀痰では

P.aeruginosaが 検出された。 自覚症状,他 覚的所見の

改善が認め られ ないので無効例 とした.副 作用は認めな

か った。

<症 例5>

昭和56年10月17日 か ら 咳嗽,労 作時呼吸困難 を訴

え,近 医受診,感 冒 として 治療 されていた。11月7日

胸部X線 写真上の 異常影か ら肺 炎と診断,11月9日 入

院 した。TA-058投 与後,自 覚症状の軽度改善は認め ら

れ たが,他 覚的所 見の悪化よ り無効例 とした。なお,そ

の後の検査 で基礎疾患 として肺癌が証明 された。また,

投与16日 目に尿糖が検出されたが,血 糖値は87mg/dl

と正常であ り,本 剤投与 との関連は不明である。

<症 例6>

昭和53年 か ら2年 間,肺 結核症 として入院,治 療。

その後,気 管支炎症状が続 いていたが昭和56年11月16

日咳嗽 ・喀痰症状 の 増悪から 入院 した。TA-058投 与

後,胸 部X線 写真 の改善は認め られ なか ったが,喀 痰量

の著 しい減少な どの 自覚症状の明 らかな改善がみ られた

ので有効例 と判定 した。副作用は認めなかった。

<症 例7>

昭和56年11月,咳 嗽 ・喀痰および発熱 を訴え,外 来

通院 していたが 症状増悪 のため 気管支炎 と診断 され12

月10日 入院。TA-058投 与後解熱,咳 嗽の減少などの

自覚症状の明 らかな改善がみ られ,副 作用はな く有効例

と判定 した。

<症 例8>

昭和56年12月5日 よ り咳嗽,発 熱を訴え,近医受診,

胸部X線 写真上の異常影か ら肺 炎と 診断 され,12月8

日紹介 され入院。喀痰か ら起 炎菌は検 出されなか った症

例であるが,TA-058投 与後炎症所見,胸 部X線 写真上

の異常影消失か ら有効例 と判定 した。副作用は認めなか

った。

<症 例9>

昭和56年12月 初旬 より咳嗽 を 訴えていたが12月11

日よ り発熱がみ られ,12月16日 外来受診 し胸部X線 写

真上の異常影か ら肺炎 と診断 され入院 した。TA-058投

与後,炎 症所見の改善が認 められ,さ らに胸部X線 写真

上の異常影 もほぼ消失 したので有効例 と判定 した。副作

用は認 めなか った。

<症 例10>

昭和56年12月27日 頃 より咳嗽出現,57年1月6日

症状 の改善がみ られないため胸部X線 写真 を撮 り肺炎 と

診断,同 日入院 した。TA-058投 与後,自 覚症状,他 覚

的所見の改善 および胸部X線 写真 の改善がみ られたので

有効例 と判定 した。GPT,Al-Pの 軽度上昇 を認めたが,
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継続投与可能 であった。

<症 例11>

昭和56年12月30日 頃よ り咳嗽 を断 え 近医にて 治療

していたが,57年1月12日 発熱 もみ られ るため再受診

し,胸 部X線 写真の異常影 か ら肺炎 と診断 され間 日紹介

され入院 した。TA-058投 与開始後1日目 で他剤に変更

されているため判定不能例 とした。なお,副 作用は認め

なか った。

<症 例12>

昭和56年11月23日 頃か ら咳嗽 ・喀痰 を 訴えていた

が11月30日 左胸痛のため受診,胸 部X線 写真か ら肺 炎

と診断 され同 日入院 した。TA-058投 与後,自 覚症状,他

覚的所見の著明改善および胸部X線 写真の著明改善がみ

られたので著効例 と判定 した。副作用は認 めなか った。

<症 例13>

昭和56年11月29日 に血痰,12月2日 には右胸痛,

発熱がみ られ11月30日 受診,12月2日 気管支肺炎 と診

断 され入院 した。TA-058投 与後Fig.2に 示 した如 く

の良好 な経過 を示 したので著効例 と判定 した。副作用は

認めなかった。

Fig. 2 Case 13 Bronchopneumonia 70 y.o. Female

<症 例14>

昭和56年12月29目 か ら左胸痛があ り咳嗽 ・喀痰 も

み られた。胸部X線 写真にて肺 炎と診断 され,昭 和57年

1月7日 入院 した。TA-058投 与後 も胸部X線 写真 の異

常影の改善がみ られないので無効例 と判定 した。副作用

は認めなかった。

<症 例15>

昭和57年1月 初旬 より右胸痛 を訴えていたが1月18

日胸部X線 写真にて肺炎 と診断され 入院 した。TA-058

投与後CRPな どの改善,胸 部X線 写真の異常影の改善

から有効例 と判定 した。副作用は認めなかった。

<症 例16>

昭和56年12月 初旬 よ り咳嗽 ・喀痰 を訴えていたが昭

和57年1月5日 近医にて 胸部X線 写実にて異常影を指

摘 された。1月8日 気 管支肺炎にて 入院 した。TAK)58

投与後咳敵 ・喀痰 などの 自覚症状,赤 沈,CRPな どの

臨床所 見の改善お よび胸部X線 写真の異常影の改善がみ

られたので有効例 と判定 した・副作用は認めなかった。

<症 例17>

昭和57年1月 初旬 より感冒様症状がみられたが,そ

の後咳嗽 ・喀痰,発 熱 を呈す るため,1月9日 受診,胸

部X線 写真にて肺炎 と診断 され 同日入院 した。TA458

投与後赤沈,CRPお よび 胸部X線 写実の 異常影の改善

が認められたので有効例 と判定 した。副作用は認めなか

った。

<症 例18>

昭和56年11月 頃 より咳嗽 を訴えていたが軽快せず,

昭和57年1月8日 胸部X線 写真を撮 り肺炎と診断され

1月11日 入院 した。TA-058投 与後赤沈,CRPお よび

胸部X線 写真の異常影の改善な どがみられたので有効例

と判定 した。副作用は認めなか った。

<症 例19>

症例3と 同 一症例 である。昭和56年12月 下旬より咳

嗽 ・喀痰 などの 自覚症状の 悪化がみ られたので昭和57

年1月9日 入院 した。治療前の喀痰からH.influetzae

が検出されたが,TA-058投 与後の喀痰からは消失して

いた。 赤沈。CRPの 改善 もみ られたので有効例と瀬淀

した。副作用は認 めなかった。

<症 例20>

症例2と 同一症例 であ る。昭和56年12月 下旬より喀

嗽 ・喀痰などの 自覚症状の悪化 を認 めたので 昭和57年

1月12日 入院 した。 治療前の喀痰から,H.influenzae

が検出 され たが,TA-058投 与に より消失 した。自覚症

状 の改善 もみ られたので有効例 と判定 した。副作用は認

めなか った。

V 考 案

呼吸器感染症20例 のTA-058使 用成績での有効率は

臨床効果判定で著効2例 。 有効12例,や や有効1例,

無効4例 とな り有効率は73.7%で あった。 無効例の症

例1,4は 緑膿菌感染症患者で,慢 性副鼻腔炎を合併す

る重症例 であ り,症 例5は 基礎疾患 として肺癌を有して

いた。

本剤の内科領域438例 での副作用発症例は1.8%2)で

ある。私 どもの20例 では1例 に軽度GPT,A1-P異 常

が認め られ たが,継 続投与可能であった。

肺結核症,肺 癌な どの基礎疾患 を有する患者を含むこ

とを考慮すれば,TA-058使 用成績 での有効率73,7%

は満足すべき効果であった。
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Table 3 Clinical effect of TA-058

Effective rate : 14/19=73.7%

(本論文の要旨は第30回 日本化学療法学会総会におい

て発表した。)
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TA-058 TREATMENT OF PATIENTS WITH 

RESPIRATORY TRACT INFECTION 
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TA-058 was administered to 20 patients with respiratory tract infection. The drug was adminis-

tered by D. I. injection twice a day with the dosis of 1 to 2 g and total dosis ranged from 3 to 80g. 

The following results were obtained. 

1) Clinical response to therapy was excellent in 2 cases, good in 12 cases, fair in 1 case, poor 
in 4 cases and unevaluable in 1 case. Effective rate was 73.7 %. 

2) As for side effects, the elevation of GPT and Al-P was found in 1 case, but it was transient .


